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1．　 ま え が き

　 当 社独 自 の 狭 開 先 溶 接 法 と し て 開 発 さ れ た 高速 回 転 ア
ー ク 溶 接 で は 、 ア

ー
ク の 回

転 に よ り溶 融 池 に 力 が 働 き 、 ビ ー ド の 偏 向 、平 滑 化 等 の 現 象 が み ら れ る
T）

。 そ こ で 、

こ れ ら の 特 性 を 水 平 隅 肉 溶 接 に 適 用 し 、 検 討 を 行 っ た 結 果 、 前 記 現 象 が ビ ー
ド形 状

の 改 善 お よ び 溶 接速 度 の 向 上 に 有 効 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 ア
ー

ク セ

ン サ
ー

に よ る 溶 接 線 の 自動 な ら い に お い て も極 あ て 良 好 な 結 果 が 得 ら れ 、 本 法 が 有

望 な 隅 肉 溶 接 法 で あ る こ と が 判 明 し た の で 、 以 下 に 報 告 す る 。

2． 実 験 方 法

　 高 速 回 転 ア
ー

ク 隅 肉 溶 接 法 の 原 理 を 図 ユ に 示 す 。 溶 接 ワ イ ヤ は 、電 極 ノ ズ ル の 中

心 に 送 給 さ れ 、通 電 チ ッ プ の 偏 心 孔 に よ り偏 心 さ れ て い る 。 電 極 ノ ズ ル は 、 5 〜100

Hz の 高 速 で 回転 す る 。 従 っ て 、 ワ イ ヤ 先 端 の ア
ー

ク は 、単
一

の 溶融 池 上 を 所 定 の 直

径 で 同 心 円 状 に 回 転 す る 。 な お 、
ワ イ ヤ 径 は 1．2 ・・

、
シ ー ル ド ガ ス は 20％ CO2 − Ar

雪
用

鼎 皐
゜

　 　 　 　 　 　
（1）　 ア

ー ク セ ン サ ーに よ る 開先 な ら い

　 図 2 に 、 ト ー チ 軸 に 直 角 方 向 （X 軸 ） の ア ー ク
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
セ ン サ ー の 検 出 原 理 を 示 す 。 破 線 （MX − O）は 、卜

一チ の 回 転 軸 心 が 溶 接 線 に
一．一

致 し た 場 合 の ア
ー ク

電 圧 波 形 を 示 し た も の で あ り 、 そ の 波 形 は 回 転 位

置 Cf に 対 し て 左 右 対 称 と な っ て い る が 、 ト ーチ

位 置 が ず れ る と 実 線 （Si　X＼ O）の よ う に 、 左 右 非 対 　 　 　図 1　 高速 回転 ア ーク隅肉

称 と な る 。 そ こ で 、回 転 位 置 Cf に お い て 、 ア
ー
　　 　　　 溶接法 の 原理

ク 電 圧 波 形 を 左 右 に 分 割 し 、 そ の 面 積 SL と SR が

等 し く な る よ う に 、 卜 一
チ の X 軸 方 向 の 位 置 を 修

正 す る 。 ま た 、
ト
ー

チ の 高 さ方 向 （Y 軸 ） の 制 御

は 、 ア
ー

ク 電 流 を 一定 に 保 つ 方 法 （AIC 制 御）に

よ り 、行 う 。 写 真 1 は 、 ア
ー ク の 回 転 速 度 5011z 、

写真 1　 開先 な ら い 実験 結 果

溶 接 速 度 60c皿 ／ ITIII1 ，溶接電 流 30〔〕A
N ＝50Hz ，

　 D ＝ 2m皿 ， 1．2   β FCW
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図 2　 ア
ーク セ ン サ

ー
の 原理
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回 転 直 径 2   、溶 接 速 度 60   ／ 。 i。 で 開 先 な ら

い を 行 っ た 結 果 で あ る が 、極 め て 高 精 度 の な

ら い が 行 な わ れ て い る こ と が 分 か る 。 な お 、

用 い た ワ イ ヤ は 、 1．2 皿皿 φ フ ラ ッ ク ス 入 り ワ イ

ヤ で あ る 。

〔2｝　 ビ ー
ド形 状 の 改善

　 図 3 に 、 ア ー ク の 回 転 速 度 と脚 長 比 の 関 係

を 示 す が 、 あ る 回 転 速 度 （No ）に お い て 、脚

長 比 （Lv ／ LH ）が 最 大 と な る 。 こ の N 。は 、溶

融 池 の 固 有 振 動 数 と 考 え ら れ 、 図 に み る よ う

に 、溶 接 速 度 が 増 加 す る と ND も増加 す る 。 こ

の 特 性 は 、下 垂 れ ビ ー
ドの 抑制 、等 脚 性 の 確

保 、
ア ン ダ カ ッ ト の 防 止 に 効 果 的 で あ る 。

（3）　溶 接 速 度 の 向上

　 本 法 で は 、 ア
ー

ク の 回転 速 度 を 50HZ以 上 に

高 速 化 す る と 、 ビ ー ド表 面 が 平 滑 に な る 現 象

が み ら れ る 。
こ の 特 性 は 、特 に 高速 溶 接 に お

け る 凸 ビ ー
ド形 成 や ア ン ダ カ ッ ト を 抑 制 す る

効 果 が あ る 。 図 4 は 、 溶接 速 度 100cm／伽 ・ に

お け る ビ ー
ド形 状 を 、 本 法 と 従 来 法 （回 転 な

し ） で 比 較 し た も の で あ る 。 い ず れ の ワ イ ヤ

も 、従 来 法 で は 手 直 し を 要 す る 不 良 ビ ー
ド で

あ る が 、 本 法 で は 平 滑 化 さ れ た 良 好 な ビ ー
ド

が 得 られ る 。 特 に 、 ソ リ ッ ド ワ イ ヤ に お い て

本 法 の 効 果 が 著 し い 。 写 真 2 は 、 フ ラ ッ ク ス

入 り ワ イ ヤ に よ る ビ ー ド外観 と 断 面 マ ク ロ で

あ る 。

4．　 ま と め

　 高速 回 転 ア
ー ク に よ る水 平 隅 肉 溶 接 法 を 開

発 し た 。 そ の 特 長 を 以 下 に 示 す 。

（1）　ア
ー

ク セ ン サ ー に よ る 高精 度 の 自動 な ら

　 い が 可 能 。

  　下 垂 れ ビ ー
ド の 抑 制 、 ア ン ダ カ ッ ト の 防

　止 、 ビ ー
ド表 面 の 平 滑 化 な ど 、

ビ ー ド形 状

　 を 改 善 で き る 。

〔3） 溶 接 速 度 の 向 上 が 図 れ 、能 率 的 で あ る 。
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図 3　 回転速度 と脚 長比 の 関係

図 4　 ビ ー ドの 平滑化
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（b ）　従来法 （回転 な し）
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写真 2　高速 溶 接 に お け る ビ ー
ド 形 状

溶接速度 100cm／ ・rlm ，溶接電流 350A
1．2mm−
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